
お客様各位 

 

経済産業省発表「厚生労働省・消費者庁と合同で、新型コロナウイルスの消毒・除菌効果について

とりまとめました」（2020年 6月 27日）について 

 

平素は、弊社製品をご愛用頂き誠にありがとうございます。 

 

2020年 6月 26日に経済産業省および NITE より次亜塩素酸水の新型コロナウイルスへの有効

性が発表されました。 

 

 

新型コロナウイルスに対する代替消毒方法の有効性評価（最終報告）令和 2年 6月 

新型コロナウイルスに対する代替消毒方法の有効性評価に関する検討委員会 

 

同日、経済産業省、厚生労働省、消費者庁からその使用方法について合同発表されました。（経

産省掲載資料：関連資料 NO④⑤）この発表内容について、「水で安全な生活」を提唱する弊社とし

ては強い遺憾の意を表明するとともに、以下の通り決意をもって強く抗議し、修正を要求します。 

 

 



 

関連資料④表、関連資料④裏 

 



 

関連資料⑤１P抜粋 

 

・コロナウイルス不活化だけに焦点がしぼられ、危険性、日常性が無視されている。 

新型コロナウイルスに対する代替消毒方法の有効性評価に関する検討委員会の最終報告にお

いて、次亜塩素酸水は 35ppm以上の条件で有効かつ注意事項として汚れ（有機物：手垢、油脂等）

をあらかじめ除去することと結論付けられています。この報告にもかかわらず、「拭き掃除に使うとき：

80ppm以上のもの」での使用を推奨されています。 

しかしながら、有機物対策を確実に行うには事前の洗浄工程を充実させるべきで、濃度で解決で

きるものではありません。有機物対策として不安だから高濃度で大量に使用することを推奨するとい

う考え方は、出口の見えないコロナ禍の中で 80ppmで不安な人は 200ppm、200ppmで不安な人は

次亜塩素酸ナトリウム 500ppmを使うことになり、人体にも危険な濃度を常用させる危険性がありま

す。安全性と有効性が両立する基準で使用することを推奨することが、行政の役目だと弊社は考え

ます。 

 

また、関連資料④において「元の汚れがひどい場合などは有効塩素濃度 200ppm以上のものを使う

ことが望ましいです。」との記載がありますが、NITEの検証試験の結果について（第 3報）内の帯広

畜産大学での検証試験結果まとめ（P37）において、非電解型の次亜塩素酸水 200ppmでは細胞障

害が出た検体（製品）が複数あるにもかかわらずその濃度での使用を推奨されています。関連資料



④の「安全上の注意」にゴム手袋着用の注意はありますが、「ヒタヒタ」の状態で使用する際には目や

口に飛び込む可能性が大いにあり、これはこどもから高齢者まで安全に使用できる濃度ではなく、直

ちにその事実を明確にして使用上の注意を追記すべきです。 

 

 

 

従来、弊社製品は特定のウイルスや菌に対しての対策を目的としてきたものではありませんが、こ

の度の経済産業省、NITEの「有機物を除去することで 35ppm以上の次亜塩素酸水はコロナウイル

スに対して有効である」という結果を一つの基準として参考にさせていただきます。しかしながら、関

連資料④⑤に記載された「拭き掃除には、有効塩素濃度 80ppm以上のものを使いましょう」につい

ては、「近づけ、水で！安全な生活へ！」をコンセプトとする弊社としては、まったく賛同できる内容で

なく、非常に遺憾の極みです。 

 

弊社はこれからも、こどもから高齢者が安全に使える衛生用水として次亜塩素酸水を提供していく

ために、事前の有機物除去の具体的手段や手順と 35ppm以上の次亜塩素酸水をもちいた清掃方

法を新たな生活様式に取り組むさまざまな業界に対しマニュアル化し、その有効性、安全性のエビ

デンスを充実させつつ情報発信していきます。 



 

NITE検証結果（第３報） 

 

最後に、これからの生活の中で 

・あなたは、消毒薬くさいお店で食事が楽しめますか？ 

・あなたは、消毒薬くさいお店でショッピングが楽しめますか？ 

・あなたは、皮膚に害を及ぼすとわかっている消毒水で子供に掃除させますか？ 

・あなたは、皮膚に害を及ぼすとわかっている消毒水で家族の食器が洗えますか？ 

・私たちは、こどもたちに消毒薬まみれの未来を残すのですか？ 

・これらの消毒薬まみれの世界が果たして持続可能な世界でしょうか？ 

 

弊社は、SDGｓ（持続可能な開発目標）の理念に賛同し、これまでも、これからも安全な水による安

全な生活を提供することが使命であると考えております。これまでの効果優先の薬品依存からシフト

して、「普段使いできる除菌水」による衛生管理こそ、「新しい生活様式」、「ニューノーマル」であると

考えます。 

 

今後とも、弊社製品のご愛顧賜りますよう、社員一同よろしくお願い申し上げます。 

 

2020年 6月 27日 

株式会社テックコーポレーション  

代表取締役 中本 義範 

 

 


